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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第26期
第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期
第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

第26期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
10月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 （千円） 16,947,34418,706,6586,046,7205,687,47923,037,352

経常利益 （千円） 538,103699,926244,912144,4471,094,054

四半期（当期）純利益 （千円） 250,877358,471128,531 87,044 744,063

純資産額 （千円） － － 14,345,96514,819,93114,864,699

総資産額 （千円） － － 20,348,77720,811,24120,771,341

１株当たり純資産額 （円） － － 1,289.551,345.591,355.17

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
（円） 25.20 36.01 12.91 8.74 74.75

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） 25.20 － － － 74.75

自己資本比率 （％） － － 63.1 64.4 64.9

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 432,882 29,148 － － 1,092,753

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 51,398 517,074 － － △135,608

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △576,268△624,313 － － △575,000

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
（千円） － － 5,602,6656,003,7746,089,044

従業員数 （名） － － 676 702 723

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第26期第３四半期連結会計期間並びに第27期第３四半期連結累計期間及び第27期第３四半期連結会計期間

の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有した潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 708

（注）　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者

を含む就業人員数であります。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 432

（注）　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。
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第２【事業の状況】

１【仕入、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における仕入の実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。

セグメント／サービス 仕入高（千円） 前年同四半期比（％）

ＰＬＭ事業 　 　

   ＰＬＭソリューション 2,459,085 －

   システム構築支援 1,612,313 －

   ＨＷ保守・その他 437,146 －

小計 4,508,544 －

ＥＤＡ事業 　 　

　 ＥＤＡソリューション　 108,284 －

合計 4,616,829 －

（注）１　「ＰＬＭソリューション」及び「システム構築支援」は主にハードウェア及びそれらに搭載するソフトウェ

アに係る商品仕入、社内ＳＥコスト、外注費であります。

２　「ＨＷ保守・その他」は主に保守等に係る原価であり、主として外部からの仕入費用であります。

３　「ＥＤＡソリューション」は子会社である㈱ジーダットの販売するＥＤＡ製品の売上原価であり、主に開発

技術者の人件費とそれに付随する経費であります。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注高及び受注残高の状況をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。

セグメント／サービス 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

ＰＬＭ事業 　 　 　 　

ＰＬＭソリューション 3,665,153 － 1,735,942 －

システム構築支援 2,180,517 － 568,587 －

ＨＷ保守・その他 499,339 － 107,275 －

小計　 6,345,010 － 2,411,805 －

ＥＤＡ事業　                 

ＥＤＡソリューション　 184,131 － 437,085 －

合計 6,529,142 － 2,848,890 －

（注）１　金額は、販売価額によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。

セグメント／サービス 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

ＰＬＭ事業 　 　

   ＰＬＭソリューション 2,956,782 －

   システム構築支援 1,848,963 －

   ＨＷ保守・その他 549,176 －

小計 5,354,922 －

ＥＤＡ事業　         

   ＥＤＡソリューション　 332,557 －

合計 5,687,479 －

　
（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　 前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

　 販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

A社（注）２ 1,043,868 17.3 － －

　　　　２　当該販売先はソニー㈱のグループ企業の一社ですが、取引上の機密保持の観点から、具体的な企業名の開示

　　　　　　は控えさせていただいております。

　　　　３　当第３四半期連結会計期間の主要な販売先の販売実績につきましては、総販売実績に対する割合が100分の

　　　　　　10以上のものはありません。

　　　　４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　　

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とした新興国経済の好調を背景にゆるやかな景

気回復の兆しを見せたものの、ヨーロッパの金融と財政に対する不安に起因する外国為替市場における円高やデフ

レの更なる進行、雇用情勢にも改善が見られず、引き続き先行き不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの主要取引先である自動車・電機業界におきましては、環境対応製品の開発競争や為替変動に影響

を受けにくい収益体質を構築するため、生産体制の見直しが世界的な規模で進んでおります。

　このような環境の中、当社グループは「３次元設計システム」と「ＣＡＤ応用技術」を中核とした「物造りの全

工程の生産性向上を視野に入れたソリューションの提供」について、企業の製造部門ばかりでなく研究開発部門に

まで範囲を広げ、サーバーの統合や置き換えによるコストの低減を目指した提案活動に注力するとともに、取引先

企業の設備投資額の減少により業界のパイが縮小していく中、平成22年２月に買収した㈱ＨＩＴ（旧社名：伯東イ

ンフォメーション・テクノロジー㈱）と事業統合を図るなど、シェアの拡大に積極的に取り組みましたが、ＰＬＭ

事業、ＥＤＡ事業ともに受注が思うように進まず、業績は伸び悩むことになりました。

　その結果として、当第３四半期連結会計期間の経営成績は、売上高が5,687百万円（前年同四半期比5.9％減）、営

業利益は85百万円（同57.6％減）、経常利益は144百万円（同41.0％減）、四半期純利益は87百万円（同32.3％減）

となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

　ＰＬＭ事業につきましては、取引先企業の設備投資が回復傾向にあること、及び㈱ＨＩＴとの事業統合効果などに

より、売上高が5,361百万円、営業利益は132百万円となりました。

　ＥＤＡ事業につきましては、同事業を担う㈱ジーダットの主要顧客である半導体及び液晶関連市場の動きが鈍く

売上高が349百万円、営業利益は△43百万円となりました。　

　　

(2）財政状態の分析

①資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計及び負債純資産合計は、以下の要因により、前連結会計年度末に比

べ39百万円増加し、20,811百万円となりました。

（資産）

　流動資産は、現金及び預金が1,685百万円減少、受取手形及び売掛金が580百万円増加、商品が218百万円増加、仕掛

品が145百万円増加、その他が217百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比956百万円減の13,825百万円

となりました。

　固定資産は、有形固定資産が63百万円減少、無形固定資産のうち、のれんが12百万円減少、その他が55百万円減少、

投資その他の資産のうち、投資有価証券が287百万円増加、長期預金が900百万円増加、その他が58百万円減少したこ

とにより、前連結会計年度末比996百万円増の6,985百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、買掛金が464百万円増加、未払法人税等が233百万円減少、賞与引当金が174百万円減少、役員賞与引当

金が30百万円増加、その他が14百万円減少したことにより、前連結会計年度末比73百万円増の4,841百万円となりま

した。

　固定負債は、役員退職慰労引当金が13百万円減少、退職給付引当金が83百万円増加、その他が58百万円減少したこ

とにより、前連結会計年度末比11百万円増の1,149百万円となりました。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末比84百万円増の5,991百万円となりました。　

（純資産）

　純資産は、利益剰余金が139百万円減少、その他有価証券評価差額金が54百万円増加、為替換算調整勘定が10百万円

減少、新株予約権が56百万円増加、少数株主持分が5百万円減少したことにより、前連結会計年度末比44百万円減の

14,819百万円となりました。　　
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　(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期連結会計期間

末に比べ1,077百万円減少（同△15.2％）し、6,003百万円となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べて245百万円増加し、544百万円となりました。

　収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益144百万円、その他流動負債の増加額127百万円であり、支出の主な

内訳は、賞与引当金の減少額162百万円、売上債権の増加額354百万円、たな卸資産の増加額248百万円、法人税等の支

払額157百万円であります。　

②投資活動によるキャッシュ・フロー　

　投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べて449百万円増加し、465百万円となりました。

　収入の主な内訳は、定期預金の払戻による収入500百万円であり、支出の主な内訳は、長期預金の預入による支出

800百万円、投資有価証券の取得による支出159百万円であります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べて7百万円増加し、66百万円となりました。　

　支出の主な内訳は、リース債務の返済による支出58百万円であります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は99百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,720,000

計 42,720,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,454,100 10,454,100
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は100株であります。

計 10,454,100 10,454,100－ －

（注）　提出日現在の発行数には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

株主総会の特別決議（平成20年６月19日）

　
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 4,388

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 438,800

新株予約権の行使時の払込金額　（注）１ １株当たり1,424円

新株予約権の行使期間 平成22年６月20日～平成27年６月19日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

発行価格　　1,424円

資本組入額　　712円

新株予約権の行使の条件

権利行使時において当社取締役、監査役又は従業員である

ことを要する。

新株予約権の相続は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡する時は、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）２

（注）１　新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合、行使価額は、株式分

割または株式併合の比率に応じ、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は

切上げる。

調整後行使価額＝調整前行使価額×（１／分割・併合の比率）

また、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行または自己株式の処分を行う場合（会

社法第194条の規定（単元未満株主による単元未満株式売渡請求。）に基づく自己株式の売渡し、当社普通株

式に転換される証券もしくは転換できる証券または当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予

約権付社債に付されたものを含む。）の転換または行使の場合を除く。）、上記の行使価額は次の算式により

調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切上げる。

調整後行使価額＝調整前行使価額×（Ａ＋（Ｂ×Ｃ）／Ｄ）／（Ａ＋Ｂ）

ここで、

Ａ：既発行株式数（発行済株式総数から自己株式数を控除した数）

Ｂ：新規発行又は処分株式数

Ｃ：１株当たり払込金額又は譲渡価額

Ｄ：１株当たり時価

当社が合併等を行う場合、株式の無償割当を行う場合、その他上記の行使価額の調整を必要とする場合には、

合併等の条件、株式の無償割当の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲内で行使価額を調整することができる。

（注）２　組織再編成行為時の取扱い

組織再編成に際して定める契約書または計画書等に以下に定める株式会社の新株予約権を交付する旨を定

めた場合には、当該組織再編成の比率に応じて、以下に定める株式会社の新株予約権を交付するものとする。

(1）合併（当社が消滅する場合に限る。）

合併後存続する株式会社または合併により設立する株式会社

(2）吸収分割

吸収分割する株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部または一部を承継する株式会社

(3）新設分割

新設分割により設立する株式会社

(4）株式交換

株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

(5）株式移転

株式移転により設立する株式会社　

EDINET提出書類

株式会社アルゴグラフィックス(E05018)

四半期報告書

10/33



株主総会の特別決議（平成21年６月18日）

　
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 4,808

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 480,800

新株予約権の行使時の払込金額　（注）１ １株当たり1,047円

新株予約権の行使期間 平成23年６月19日～平成28年６月18日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

発行価格　　1,047円

資本組入額　　524円

新株予約権の行使の条件

権利行使時において当社又は当社の関係会社の取締役、監

査役もしくは従業員の地位にあることを要する。

新株予約権の相続は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡する時は、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）２

（注）１　新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合、行使価額は、株式分

割または株式併合の比率に応じ、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は

切上げる。

調整後行使価額＝調整前行使価額×（１／分割・併合の比率）

また、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行または自己株式の処分を行う場合（会

社法第194条の規定（単元未満株主による単元未満株式売渡請求。）に基づく自己株式の売渡し、当社普通株

式に転換される証券もしくは転換できる証券または当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予

約権付社債に付されたものを含む。）の転換または行使の場合を除く。）、上記の行使価額は次の算式により

調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切上げる。

調整後行使価額＝調整前行使価額×（Ａ＋（Ｂ×Ｃ）／Ｄ）／（Ａ＋Ｂ）

ここで、

Ａ：既発行株式数（発行済株式総数から自己株式数を控除した数）

Ｂ：新規発行又は処分株式数

Ｃ：１株当たり払込金額又は譲渡価額

Ｄ：１株当たり時価

当社が合併等を行う場合、株式の無償割当を行う場合、その他上記の行使価額の調整を必要とする場合には、

合併等の条件、株式の無償割当の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲内で行使価額を調整することができる。

（注）２　組織再編成行為時の取扱い

組織再編成に際して定める契約書または計画書等に以下に定める株式会社の新株予約権を交付する旨を定

めた場合には、当該組織再編成の比率に応じて、以下に定める株式会社の新株予約権を交付するものとする。

(1）合併（当社が消滅する場合に限る。）

合併後存続する株式会社または合併により設立する株式会社

(2）吸収分割

吸収分割する株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部または一部を承継する株式会社

(3）新設分割

新設分割により設立する株式会社

(4）株式交換

株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

(5）株式移転

株式移転により設立する株式会社
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 10,454,100－ 1,337,718－ 1,445,118

　　

（６）【大株主の状況】

　ＦＭＲ　ＬＬＣから平成22年５月７日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書により平成22年４月30

日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末におけ

る実質所有株式数の確認ができておりません。

　

氏名又は名称　 住所
所有株式数

（株）

発行済株式総数に対する

所有株式数の割合（％）

　FMR LLC 　82 Devonshire Street,Boston,Massachusetts 02109,USA781,600 　7.48
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成22年９月30日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

　 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　500,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　9,952,400 99,524 －

単元未満株式 普通株式　 　　1,500 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 10,454,100 － －

総株主の議決権 － 99,524 －

　

②【自己株式等】

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

㈱アルゴグラフィックス
東京都中央区日本橋

箱崎町５－14
500,200 － 500,200 4.78

計 － 500,200 － 500,200 4.78

　　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

最高（円） 1,108 1,100 1,080 1,038 1,027 999 995 1,009 1,077

最低（円） 1,009 1,004 956 949 940 951 900 905 980

（注）　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※3
 7,343,774

※3
 9,029,044

受取手形及び売掛金 ※4
 5,568,797 4,988,566

商品 329,198 110,450

仕掛品 152,215 6,448

原材料及び貯蔵品 13,205 12,449

その他 422,378 639,951

貸倒引当金 △4,058 △5,258

流動資産合計 13,825,511 14,781,651

固定資産

有形固定資産 ※1
 424,517

※1
 488,400

無形固定資産

のれん 15,302 28,194

その他 98,940 154,693

無形固定資産合計 114,243 182,887

投資その他の資産

投資有価証券 2,564,007 2,276,806

長期預金 ※3
 2,700,000

※3
 1,800,000

その他 1,182,961 1,241,595

投資その他の資産合計 6,446,969 5,318,401

固定資産合計 6,985,730 5,989,689

資産合計 20,811,241 20,771,341

負債の部

流動負債

買掛金 2,947,556 2,482,962

未払法人税等 99,782 332,970

賞与引当金 189,836 363,859

役員賞与引当金 30,000 －

その他 1,574,442 1,588,557

流動負債合計 4,841,618 4,768,350

固定負債

役員退職慰労引当金 － 13,994

退職給付引当金 955,872 871,876

その他 193,819 252,419

固定負債合計 1,149,691 1,138,291

負債合計 5,991,309 5,906,642
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,337,718 1,337,718

資本剰余金 1,445,118 1,445,118

利益剰余金 11,431,922 11,571,143

自己株式 △598,333 △598,333

株主資本合計 13,616,425 13,755,646

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △198,051 △252,270

為替換算調整勘定 △24,599 △14,257

評価・換算差額等合計 △222,650 △266,528

新株予約権 226,740 170,400

少数株主持分 1,199,416 1,205,180

純資産合計 14,819,931 14,864,699

負債純資産合計 20,811,241 20,771,341
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 16,947,344 18,706,658

売上原価 13,228,780 14,567,390

売上総利益 3,718,563 4,139,267

販売費及び一般管理費合計 ※1
 3,301,011

※1
 3,580,378

営業利益 417,551 558,889

営業外収益

受取利息 38,706 47,641

受取配当金 38,642 40,722

持分法による投資利益 － 35,486

補助金収入 57,680 －

その他 4,740 20,592

営業外収益合計 139,769 144,442

営業外費用

減価償却費 － 2,059

持分法による投資損失 9,702 －

固定資産除却損 4,074 －

その他 5,441 1,346

営業外費用合計 19,217 3,406

経常利益 538,103 699,926

特別損失

事務所移転費用 14,134 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,910

特別損失合計 14,134 16,910

税金等調整前四半期純利益 523,968 683,016

法人税、住民税及び事業税 191,346 275,816

法人税等調整額 62,802 34,516

法人税等合計 254,149 310,332

少数株主損益調整前四半期純利益 － 372,683

少数株主利益 18,942 14,212

四半期純利益 250,877 358,471
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 6,046,720 5,687,479

売上原価 4,748,243 4,394,766

売上総利益 1,298,477 1,292,712

販売費及び一般管理費合計 ※1
 1,097,564

※1
 1,207,604

営業利益 200,913 85,108

営業外収益

受取利息 16,279 16,479

受取配当金 17,460 17,468

持分法による投資利益 － 14,502

その他 14,014 12,089

営業外収益合計 47,753 60,539

営業外費用

減価償却費 758 686

固定資産除却損 1,888 443

固定資産売却損 1,052 －

その他 55 70

営業外費用合計 3,754 1,200

経常利益 244,912 144,447

税金等調整前四半期純利益 244,912 144,447

法人税、住民税及び事業税 36,553 21,847

法人税等調整額 61,834 38,512

法人税等合計 98,388 60,360

少数株主損益調整前四半期純利益 － 84,086

少数株主利益又は少数株主損失（△） 17,992 △2,957

四半期純利益 128,531 87,044
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 523,968 683,016

減価償却費 131,664 133,401

株式報酬費用 125,349 56,340

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,910

のれん償却額 － 12,891

賞与引当金の増減額（△は減少） △244,495 △174,022

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,000 30,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 51,732 83,995

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △13,994

受取利息及び受取配当金 △77,348 △88,364

持分法による投資損益（△は益） － △35,486

売上債権の増減額（△は増加） △87,557 △580,231

たな卸資産の増減額（△は増加） 223,566 △365,270

前渡金の増減額（△は増加） △55,110 163,350

その他の流動資産の増減額（△は増加） － △40,879

仕入債務の増減額（△は減少） 244,588 464,594

前受金の増減額（△は減少） 92,989 △62,027

未払消費税等の増減額（△は減少） △56,402 80,168

その他の流動負債の増減額（△は減少） － 60,573

その他 22,625 13,812

小計 865,570 438,777

利息及び配当金の受取額 70,042 91,003

利息の支払額 － △253

法人税等の支払額 △502,730 △500,379

営業活動によるキャッシュ・フロー 432,882 29,148

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,963 △18,422

定期預金の預入による支出 △40,000 △1,040,000

定期預金の払戻による収入 － 3,240,000

長期預金の預入による支出 － △1,500,000

投資有価証券の取得による支出 － △159,133

差入保証金の差入による支出 △18,546 －

差入保証金の回収による収入 104,567 15,340

預け金の回収による収入 29,862 －

その他 10,478 △20,710

投資活動によるキャッシュ・フロー 51,398 517,074
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △50,000

リース債務の返済による支出 △58,600 △58,600

配当金の支払額 △499,055 △498,762

少数株主への配当金の支払額 △18,600 △16,950

その他 △12 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △576,268 △624,313

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,898 △7,179

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △100,886 △85,270

現金及び現金同等物の期首残高 5,703,552 6,089,044

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,602,665

※1
 6,003,774
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．会計処理基準に

関する事項の変

更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ2,589千円減少し、税金

等調整前四半期純利益が19,499千円減少しております。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間において区分掲記していた営業外収益の「補助金収入」は、営業外収益総額の100分の20以

下となったため、当第３四半期連結累計期間において営業外収益の「その他」に含めて表示しております。なお、当第３

四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「補助金収入」は、11,421千円であります。

　前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「減価償却費」は、営業外費用総額の100分

の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間において区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結累計

期間の営業外費用の「その他」に含まれる「減価償却費」は、2,275千円であります。

　前第３四半期連結累計期間において区分掲記していた営業外費用の「固定資産除却損」は、営業外費用総額の100分の

20以下となったため、当第３四半期連結累計期間において営業外費用の「その他」に含めて表示しております。なお、当

第３四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「固定資産除却損」は、454千円であります。

　また、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年3月24日　内閣府令第5号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では「少数株主損

益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めていた「のれん償却

額」、「持分法による投資損益（△は益）」、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」及び「その他の流動負債の増

減額（△は減少）」は重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間において区分掲記しております。なお、前第３四

半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含まれる「のれん償却額」、「持分法による投

資損益（△は益）」、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」及び「その他の流動負債の増減額（△は減少）」は、

それぞれ9,734千円、9,702千円、△9,448千円、3,767千円であります。

　前第３四半期連結累計期間まで区分掲記していた、投資活動によるキャッシュ・フローの「差入保証金の差入による支

出」は重要性が乏しくなったため、当第３四半期連結累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローの「その

他」に含めて表示しております。なお、当第３四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に

含まれる「差入保証金の差入による支出」は、△2,398千円であります。

　

EDINET提出書類

株式会社アルゴグラフィックス(E05018)

四半期報告書

21/33



当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「持分法による投資利益」は、営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間において区分掲記することとしております。なお、前第３四半

期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「持分法による投資利益」は、5,869千円であります。

　また、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年3月24日　内閣府令第5号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では「少数株主損

益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１　棚卸資産の評価方法

　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸

高を基礎として合理的な計算方法により算出する方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度にかかる減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 669,014千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 623,968千円

　２　偶発債務

　関連会社の金融機関からの借入金に対して、次のとお

り債務の保証を行っております。

　２　偶発債務

　関連会社の金融機関からの借入金に対して、次のとお

り債務の保証を行っております。

D&A Technology Co.,Ltd26,076千円 D&A Technology Co.,Ltd29,772千円

※３　現金及び預金の内300,000千円及び長期預金

2,700,000千円は、期限前解約権を銀行のみが保有して

おり、当社から解約を行う場合、取引銀行所定の解約清

算金を支払う必要があります。これにより預金元本を

毀損する可能性があります。

※３　現金及び預金の内2,300,000千円及び長期預金

1,800,000千円は、期限前解約権を銀行のみが保有して

おり、当社から解約を行う場合、取引銀行所定の解約清

算金を支払う必要があります。これにより預金元本を

毀損する可能性があります。

※４　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末日残高に含まれておりま

す。

―――――――――――――

受取手形 21,874千円 　
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（四半期連結損益計算書関係）

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの ※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 1,507,412千円

賞与引当金繰入額 89,239〃

退職給付費用 56,006〃

給与手当 1,707,716千円

賞与引当金繰入額 121,093〃

退職給付費用 79,674〃

役員賞与引当金繰入額 30,000〃

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの ※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 439,413千円

賞与引当金繰入額 89,239〃

退職給付費用 19,056〃

給与手当 502,931千円

賞与引当金繰入額 121,093〃

退職給付費用 25,811〃

役員賞与引当金繰入額 10,000〃

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係（平成21年12月31日現在）

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係（平成22年12月31日現在）

現金及び預金 5,742,665千円

預入期間が３か月超の定期預金 △140,000〃

現金及び現金同等物 5,602,665千円

現金及び預金 7,343,774千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,340,000〃

現金及び現金同等物 6,003,774千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 10,454,100

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 500,250

　

３　新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数（株）
当第３四半期連結会計期間末残高

（千円）

提出会社 － － 226,740

連結子会社 － － －

合計 － 226,740

（注）　新株予約権残高のうち80,369千円は平成21年６月18日開催の定時株主総会の特別決議によるストックオプショ

ンとしての新株予約権であり、新株予約権の行使期間は平成23年６月19日から平成28年６月18日であります。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月17日

定時株主総会
普通株式 497,692 50平成22年３月31日平成22年６月18日利益剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　当社グループは、ソリューション・プロバイダー事業を主たる事業とし、当該事業以外に事業の種類がないた

め該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　
日本
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 5,002,8511,043,8686,046,720 － 6,046,720

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － 20,000 20,000(20,000) －

計 5,002,8511,063,8686,066,720(20,000) 6,046,720

営業利益 144,95055,963200,913 － 200,913

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　
日本
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 15,097,6891,849,65416,947,344 － 16,947,344

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － 64,000 64,000(64,000) －

計 15,097,6891,913,65417,011,344(64,000) 16,947,344

営業利益 342,76274,789417,551 － 417,551

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する国又は地域

アジア・・・中国、シンガポール
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,043,868 1,043,868

Ⅱ　連結売上高（千円） － 6,046,720

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 17.3 17.3

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,849,654 1,849,654

Ⅱ　連結売上高（千円） － 16,947,344

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 10.9 10.9

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する国又は地域

アジア・・・シンガポール

３　海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

【セグメント情報】

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。　

　

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　ＰＬＭ事業は、当社グループの主要取引先である自動車、電機などの製造業を営む企業の設計及び生産部門に

対してＣＡＤシステムを、研究開発部門に対してサーバ等を販売、サポートする事業であります。

　ＥＤＡ事業は、当社子会社である㈱ジーダットが開発した電子部品の設計に関するＣＡＤシステムについて、

主に半導体業界を中心に販売、サポートする事業であります。　
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　        ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
報告セグメント　 調整額

（注）１　

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　ＰＬＭ事業 ＥＤＡ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 17,647,380 1,059,277 18,706,658 － 18,706,658 

セグメント間の内部

売上高又は振替高　
8,408 16,800 25,208 △25,208 － 

計 17,655,789 1,076,077 18,731,866 △25,208 18,706,658 

セグメント利益又は

損失（△）　
583,437 　 △11,655 　 571,781 　 △12,891 　 558,889 　

（注）１.セグメント利益の調整額は、のれんの償却額△12,891千円であります。　

　　　２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
報告セグメント　 調整額

（注）１　

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　ＰＬＭ事業 ＥＤＡ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,354,922 332,557 5,687,479 － 5,687,479 

 セグメント間の内部売

上高又は振替高　
6,891 16,800 23,691 △23,691 － 

計 5,361,813 349,357 5,711,171 △23,691 5,687,479 

 セグメント利益又は損

失（△）　
132,414 　 △43,008 　 89,405 　 △4,297 　 85,108 　

（注）１.セグメント利益の調整額は、のれんの償却額△4,297千円であります。　

　　　２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　　
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　時価のあるその他有価証券が、企業集団の運営において重要なものとなっており、かつ、当該有価証券の四半期

連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

区分 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

株式 2,602,260 2,277,644 324,615

計 2,602,260 2,277,644 324,615

　

（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,345円59銭 １株当たり純資産額 1,355円17銭

（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末

（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 14,819,931 14,864,699

普通株式に係る純資産額（千円） 13,393,774 13,489,119

差額の主な内訳（千円） 　 　

新株予約権 226,740 170,400

少数株主持分 1,199,416 1,205,180

普通株式の発行済株式数（株） 10,454,100 10,454,100

普通株式の自己株式数（株） 500,250 500,250

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数（株） 9,953,850 9,953,850
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２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 25.20円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 25.20円

１株当たり四半期純利益金額 36.01円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 250,877 358,471

普通株式に係る四半期純利益（千円） 250,877 358,471

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 9,953,855 9,953,850

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 9 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式について前連

結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

－ －

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 12.91円 １株当たり四半期純利益金額 8.74円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 128,531 87,044

普通株式に係る四半期純利益（千円） 128,531 87,044

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 9,953,850 9,953,850

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式について前連

結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

　平成21年６月18日開催の

定時株主総会の特別決議に

よる会社法第236条、第238

条及び第239条の規定に基

づく新株予約権。

　この概要は、「新株予約権

等の状況」に記載のとおり

であります。

　　　　　 －
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（重要な後発事象）

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　当社は、平成22年１月29日開催の取締役会において伯東インフォメーション・テクノロジー株式会社の株式取得による

子会社化を決議いたしました。

１．目的 ＣＡＤシステムを中心とした設計・製造分野へのソリューション機能を充実させるた

め

２．株式取得の相手先の名称 伯東株式会社

３．子会社化する会社 (1）名　　称

伯東インフォメーション・テクノロジー株式会社

(2）事業内容

ＣＡＤシステムを中心としたソリューション提供

４．株式取得の時期 平成22年２月16日（予定）

５．取得する株式の数 1,980株

６．取得価額 200百万円

７．取得後の持分比率 100％

　　

　　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　　　該当事項はありません。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　 

EDINET提出書類

株式会社アルゴグラフィックス(E05018)

四半期報告書

31/33



　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成22年２月２日
株式会社アルゴグラフィックス
取　　締　　役　　会　　御中

　

有限責任監査法人トーマツ
　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 久　保　伸　介　 印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 芝　田　雅　也　 印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社アルゴグラフィックスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年

４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルゴグラフィックス及び

連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第

３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

　

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成23年２月４日
株式会社アルゴグラフィックス
取　　締　　役　　会　　御中

　

有限責任監査法人トーマツ
　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 久　保　伸　介　 印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 三　井　勇　治　 印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社アルゴグラフィックスの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年

４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルゴグラフィックス及び

連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第

３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

　

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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